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東
京
岡
山
県
人
会

昨
年
の
Ｂ-

１
グ
ラ
ン
プ
リ
i
n
姫

路
で
、「
ひ
る
ぜ
ん
焼
そ
ば
好
い
と
ん
会

（
真
庭
市
）」「
津
山
ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん
研

究
会
（
津
山
市
）」「
日
生
カ
キ
オ
コ
ま

ち
づ
く
り
の
会
（
備
前
市
）」
の
岡
山
県

出
展
三
団
体
の
全
て
が
ベ
ス
ト
テ
ン
に

入
賞
し
、
一
躍
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

Ｂ-

１
グ
ラ
ン
プ
リ
と
は
、「
ご
当
地

グ
ル
メ
」
を
通
じ
て
地
域
を
Ｐ
Ｒ
し
、
多

く
の
お
客
さ
ん
に
現
地
へ
足
を
運
ん
で
も

ら
う
と
い
う
、
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し

た
「
ま
ち
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
」
で
す
。

今
年
は
、
北
九
州
市
で
十
月
下
旬
に

開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き

岡
山
県
か
ら
の
出
展
団
体
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
、
昨
年
の
大
会
で
ゴ
ー
ル

ド
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
「
ひ
る
ぜ
ん

焼
そ
ば
」
は
、
フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
の

試
合
会
場
や
首
都
圏
各
地
に
出
没
す
る

移
動
販
売
車「
ス
イ
ト
ン
カ
ー
」
な
ど
で

買
い
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

そ
の
よ
う
な
機
会
を
利
用
し
て
、
お
楽

し
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、「
お
か
や
ま
デ

ミ
カ
ツ
丼
（
岡
山
市
）」
や
「
美
咲
た
ま

ご
か
け
ご
は
ん
（
美
咲
町
）」
な
ど
、
地

元
の
人
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
「
ご
当

地
グ
ル
メ
」
が
あ
り
ま
す
。

「
お
か
や
ま
デ
ミ
カ
ツ
丼
」
は
、
卵
で

と
じ
る
代
わ
り
に
デ
ミ

グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
を
カ
ツ

丼
に
か
け
た
も
の
で
、

約
二
十
店
舗
が
掲
載
さ

れ
た
「
デ
ミ
カ
ツ
丼
Ｍ
Ａ

Ｐ
」
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
美
咲
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
」
は
、

「
日
本
の
棚
田
百
選
」
に
選
ば
れ
た

「
大
垪
和

お
お
は
が

西
棚
田
」
の
あ
る
美
咲
町
の
棚

田
米
を
釜
で
炊
い
た
ご
飯
に
、
地
元
産

の
卵
を
か
け
た
「
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
」

で
、
黄
福
（
幸
せ
を
招
く
黄
色
と
幸
福

の
か
け
合
わ
せ
）
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

昨
年
十
二
月
に
「
ご
当
地
グ
ル
メ
王

国
お
か
や
ま
」
を
宣
言
し
た
岡
山
県
で

は
、
紹
介
し
た
も
の
の
ほ
か
、
郷
土
料

理
の
代
表
格
で
あ
る
「
岡
山
ば
ら
ず
し
」

は
も
と
よ
り
、
白
桃
や
マ
ス
カ
ッ
ト
、

ピ
オ
ー
ネ
な
ど
の
果
物
、
マ
マ
カ
リ
や

サ
ワ
ラ
な
ど
の
瀬
戸
内
海
の
新
鮮
な
海

の
幸
、
千
屋
牛
や
朝
日
米
な
ど
の
生
産

者
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
農
畜
産
物
も
、

ま
る
ご
と
全
部
岡
山
の
「
ご
当
地
グ
ル

メ
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
の
魅
力
の
ア

ッ
プ
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

名　　称 場　　所開 催 日

日本橋プラザビル
イベントスペース
（中央区日本橋）

8月 1日（水）

8月 2日（木）

首都圏でのイベント情報

岡山県マスコット「ももっち」と「うらっち」

〜
8月 1日（水）

8月 7日（火）

〜

〜

岡山県フェア
白桃を中心とした県産果物の販売

生産者によるセミナー等

新宿高野本店他各店舗

(新宿区新宿他）

8月 3日（金）

8月 5日（日）

サッカーJ2リーグ
ファジアーノ岡山 vs FC町田ゼルビア

町田市立陸上競技場

(東京都町田市）

9月 2日（日）
18：00
キックオフ

サッカーJ2リーグ
ファジアーノ岡山 vs ヴァンフォーレ甲府

山梨中銀スタジアム

(山梨県甲府市）
9月14日（金）

ご当地マーケットフェア
全国物産・グルメ展

京急百貨店

（神奈川県横浜市）

8月 2日（木）

8月 8日（水）

女子サッカーなでしこリーグ
岡山湯郷ベル vs ジェフＬ

千葉県総合スポーツセンター

東総運動場 （千葉県旭市）

9月16日（日）
13：00
キックオフ

サッカーJ2リーグ
ファジアーノ岡山 vs ザスパ草津

正田醤油スタジアム群馬

（群馬県前橋市）
10月21日（日）

女子サッカーなでしこリーグ
岡山湯郷ベル vs AS狭山

NACK5スタジアム大宮

（埼玉県さいたま市）

11月11日（日）
13：00
キックオフ

女子サッカーなでしこリーグ
岡山湯郷ベル vs 日テレ

味の素スタジアム西競技場

（東京都調布市）
10月21日（日）

サッカーJ2リーグ
ファジアーノ岡山 vs 水戸ホーリーホック

ケーズデンキスタジアム水戸

（茨城県水戸市）
10月28日（日）

東京ミッドタウンガレリア
地下1階サンフルーツ
（港区赤坂）

〜
岡山県フェア

ブドウの販売・生産者によるセミナー等

新宿高野本店他各店舗

（新宿区新宿他）

9月14日（金）

9月30日（日）

〜
岡 山 屋 羽 田 店

ぶどうの販売

羽田空港第1ターミナル北ウイ
ング出発ロビー「ジャム」前
（大田区羽田空港）

9月21日（金）

9月30日（日）

〜
銀座三越 岡山フェア

県産食材・県産果物を使った商品の販売

銀座三越他各店舗

（中央区銀座他）

9月26日（水）

10月 2日（火）

■碁盤に乗る千屋牛

■美咲たまごかけごはん

〜
8月 1日（水）

8月10日（金）

羽田空港第1ターミナル北ウイ
ング出発ロビー「ジャム」前
（大田区羽田空港）

岡 山 屋 羽 田 店
白桃を中心とした県産果物の販売

■「ひるぜん焼きそば」を販売するスイトンカー

■おかやまデミカツ丼

岡
山
県
東
京
事
務
所
で
は
、
岡
山

の
郷
土
料
理
や
地
酒
、
岡
山
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
を
は
じ
め
、
県
出
身

者
の
お
店
な
ど
の
情
報
を
集
め
た
、

首
都
圏
に
あ
る
岡
山
ゆ
か
り
の
お
店

ガ
イ
ド
「
お
い
で
ん
せ
ぇ
」
を
今
春

発
行
し
ま
し
た
。「
お
い
で
ん
せ
ぇ
」

は
東
京
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お

子
様
や
知
人
の
方
に
も
広
く
ご
紹
介

い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に

岡
山
の
味
と
魅
力
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

〜
8月 1日（水）

8月31日（金）

東京ミッドタウンガレリア3階　
「THE COVER NIPPON」

（港区赤坂）

晴れの国 備前岡山展
備前岡山の産品・加工食品の展示・販売

山陰山陽観光物産フェア
中国五県が共同で、各地の特産品販売と観光PR

岡山からは総社市産の桃を販売予定

おかやまフルーツ・ギャラリー
県産果物と備前焼とを組み合わせて展示・販売



東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
五
月
二
十
二
日
に

開
業
し
ま
し
た
。

地
上
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
「
天
望
デ

ッ
キ
」、
地
上
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
「
天

望
回
廊
」
は
、
連
日
大
変
な
人
出
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
す
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
へ
の
入

場
は
七
月
十
日
ま
で
完
全
予
約
制
で
し
た
が
、

当
日
券
販
売
も
始
ま
り
、
こ
れ
か
ら
行
っ
て

み
よ
う
と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
「
天
望
デ
ッ

キ
」
に
は
、
津
山
郷
土
博
物
館
が
所
蔵
す
る

「
江
戸

え
　
ど

一
目
図

ひ
と
め
ず

屏
風
び
ょ
う
ぶ

」
の
実
物
大
複
製
パ
ネ
ル

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
江
戸
一
目

図
屏
風
」
は
津
山
藩
絵
師
の
　
　
　

が
一
八

〇
九
年
に
描
い
た
も
の
で
、
岡
山
県
指
定
重
要

文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

作
者
の
　
　
　
　
は
、
一
七
六
四
年
に
町
人

の
子
と
し
て
江
戸
で
生
ま
れ
、
浮
世
絵
師
の

北
尾

き
た
お

重
政
し
げ
ま
さ

に
師
事
し
、
北
尾
き
た
お

政
美
ま
さ
よ
し

と
名
乗
り

江
戸
で
高
名
な
浮
世
絵
師
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
し
た
。

一
七
九
四
年
に
津
山
藩
松
平
家
の
お
抱
え

絵
師
に
取
り
立
て
ら
れ
ま
す
が
、
当
時
、
浮

世
絵
師
の
社
会
的
地
位
は
決
し
て
高
い
も
の

で
は
な
く
、
諸
大
名
家
の
お
抱
え
絵
師
は
狩

野
派
の
門
人
と
さ
れ
て
お
り
、
浮
世
絵
師
か

ら
お
抱
え
絵
師
へ
の
転
向
は
非
常
に
ま
れ
な

こ
と
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

津
山
藩
に
登
用
さ
れ
た
後
に
名
を
改
め
、

狩
野
派
に
入
門
し
画
風
を
学
ん
だ
　
　
　
　

は
、
藩
主
松
平
斉
孝

な
り
た
か

の
参
勤
交
代
に
随
行
し
、

一
八
一
〇
年
か
ら
一
八
一
一
年
に
か
け
て
津
山
藩

に
滞
在
し
て
い
ま
す
。

は
小
説
の
主
人
公
に
も
な
っ
て

お
り
、
平
茂

ひ
ら
し
げ

寛か
ん

（
本
名：

佐
藤
和
久
）
さ
ん
執

筆
の
時
代
小
説
「
隈
取
く
ま
ど
り

絵
師
え
し

」
は
、
今
年
三
月
に

第
三
回
朝
日
時
代
小
説
大

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
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■
新
規
会
員
の
募
集

県
人
会
で
は
、新
し
い
会
員
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
職
場
、知
人
等
で
入
会
を
希
望
さ
れ
る

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、入
会
申
込
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
住
所
等
変
更
手
続

県
人
会
で
は
、
会
員
の
皆
様
に
観
光
、
特
産
品

等
の
情
報
を
提
供
し
た
り
、
会
員
名
簿
の
配
布

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
所
等
の
変
更
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
必
ず
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ

さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
岡
山
応
援
寄
附
金
の
お
願
い

皆
様
の
、
岡
山
県
に
対
す
る
温
か
い
応
援
の
お

気
持
ち
を
ぜ
ひ
、「
ふ
る
さ
と
岡
山
応
援
寄
附

金
」
と
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
は
岡
山
県
東
京
事
務
所
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。

■
連
絡
先

〒
１
０
２
│

０
０
９
３

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２
│

６
│

３

都
道
府
県
会
館
10
階

岡
山
県
東
京
事
務
所
内

東
京
岡
山
県
人
会
事
務
局
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E
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R
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a.jp/page/
detail-28927.htm

l

平
茂
さ
ん
は
、
作
品
を
通
し
て

津
山
の
豊
か
な
文
化
や
歴
史
を
全
国
に

情
報
発
信
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
を
語
ら
れ

て
お
り
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
「
江
戸
一
目

図
屏
風
」
の
話
題
と
と
も
に
、
津
山
の
魅
力
が

全
国
へ
広
ま
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
江
戸
一
目
図
屏
風
」
は
、
手
前
に
隅
田

川
、
奥
に
富
士
山
、
左
手
に
東
京
湾
と
い
う

構
図
で
描
か
れ
て
お
り
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

か
ら
の
眺
望
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
複

製
を
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
「
天
望
デ
ッ
キ
」

か
ら
は
、「
江
戸
一
目
図
屏
風
」
に
描
か
れ
た

二
〇
〇
年
前
の
江
戸
の
街
並
み
と
見
比
べ
な

が
ら
、
現
代
の
東
京
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、

今
年
新
た
に
で
き
た
岡
山
ゆ
か
り
の
名
所
と

し
て
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の

「
江
戸

え
ど

一
目
図

ひ
と
め
ず

屏
風

び
ょ
う
ぶ

」

■「江戸一目図屏風」の実物大複製パネル

■
天
望
デ
ッ
キ

1764 畳屋の子として江戸に生まれる
幼名を三二郎（三治郎、三次郎）という

1776（13歳） 北尾重政に入門したとされる
1778（15歳） 浮世絵師として世に出る
1780（17歳） 「北尾政美」と号したとされる
1785（22歳） はじめて　　　 の号を使用したとされる
1794（31歳） 美作国津山藩松平家のお抱え絵師になる
1797（34歳） 鍬形と改名する
1809（46歳） 「江戸一目図屏風」を制作する
1810（47歳） 津山に来る。「津山景観図屏風」の制作
1824（61歳） 病没

国立国会図書館所蔵

■
津
山
郷
土
博
物
館

四
年
に
一
度
の
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

い
よ
い
よ
七
月
二
十
七
日
に
開
幕
し
ま
す
。

今
回
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、
日
本
代
表
と

し
て
女
子
マ
ラ
ソ
ン
の
重
友
梨
佐
選
手
を
は
じ
め
、
多

く
の
岡
山
県
ゆ
か
り
の
選
手
が
出
場
し
ま
す
。

備
前
市
出
身
の
重
友
選
手
は
、
小
学
校
三
年
か
ら
同

市
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
ク
ラ
ブ
で
競
技
を
始
め
、「
大
人
に
な

っ
た
ら
天
満
屋
に
入
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
行
く
」
と

家
族
に
語
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
高
校
を
卒
業
し
て
希

望
ど
お
り
天
満
屋
に
入
社
し
、
今
年
一
月
の
大
阪
国
際

女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
見
事
初
優
勝
を
飾
り
、
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
六
月
二
十
五
日
現
在
で
日
本
代
表
と
し

て
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
選
手
、
ま
た

は
出
場
す
る
予
定
の
選
手
は
、
ボ
ク
シ
ン
グ
の
バ
ン
タ

ム
級
で
は
、
総
社
市
出
身
の
清
水
聡
選
手
、
陸
上
五
〇

〇
〇
ｍ
で
は
、
総
社
市
出
身
の
新
谷
仁
美
選
手
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
女
子
で
は
、
倉
敷
市
出
身
の
荒
木
絵
里
香
選

手
、
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
の
山
口
舞
選
手
、
サ
ッ
カ
ー
女

子
日
本
代
表
チ
ー
ム
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
、
岡
山
湯
郷
ベ
ル
の
福
元
美
穂
選
手
と
宮

間
あ
や
選
手
で
す
。

岡
山
県
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に

向
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
条
例
を
制
定
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
ま
た
、
ス
ポ
ー

ツ
立
県
を
宣
言
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
も
な
く
開
幕
す
る

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
岡
山
県
ゆ
か

り
の
選
手
の
皆
さ
ん

へ
、
力
一
杯
の
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。


